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超高層ビルが立ち並び、人々の活気に
あふれる巨大都市、上海。東和電気が上
海に現地法人、東和国際貿易（上海）有
限公司を設立したのが2002年7月。日
本の家電メーカーが多く生産拠点を設け、
日本やアジア向けの製品輸出を活発化し
ている時期だった。
設立当初は日本の大手家電メーカー向

けに電子部品などの加工品を中国で生産
し、納品する業務がメインだったが、
リーマン・ショックが吹き荒れる07年
ごろからものづくりに大きな変化が進行
した。中国製造業の技術水準が上がるな
どして、競合相手が同じ中国加工品と
なってきたのだ。これでは価格の優位性
が薄れ、商社が絡む加工品生産は利益を
出しにくい。
そこで、専門商社としての原点に立ち

戻った。スマートフォンの液晶画面に張
る遮光テープなど各種材料メーカーと中
国での代理店契約を結び、材料を使用す
る中国の各種工場に販売する業務に力を
入れ始めた。この業務では工場であれば
日本企業も中国企業も、欧米系企業も顧
客となり得る。
東和電気が扱う有力な材料の一つに防

湿剤がある。エアコンの室外機は急激な
温度変化で結露すると、電子基板がさび
やすくなるが、防湿剤を塗布することで
エアコン自体の性能を長持ちさせるのだ。
日中それぞれの大手エアコンメーカーの
ほか、最近では中国の大手家電メーカー
にも販売を開始した。

中国人は人を見る

「取引先の中国企業に対して本体工場だ
けでなく、さらに下請けの下請けなど末
端の工場まで人的なコネクションがある
のが最大の強み」と加藤史郎・董事総経
理は話す。法人設立当初から中国人人材
を中心にした組織づくりを行い、同時に
中国のものづくりの現場に深く入り込ん
でいったことが、成果を生みつつあるの
だ。現在の社員は30人。このうち日本

人は加藤総経理ら
2人のみ。
上海法人の立ち

上げ時から関わり、
同社の中国ビジネ
スの地盤を築いた
のが中国人の呉瓘
（ウー・ウェイ）・
副総経理だ。呉氏は「会社の看板を見て
取引を判断するのが日本人だとすれば、
中国人は人を見て『この人がいればこの
会社は信用できる』と考える」と言う。
個人同士のつながりを重視する中国では、
日本人だけのスタッフだったら中国企業
と取引できないどころか、担当者と話も
できないだろう。組織の現地化は必要不
可欠だったのだ。「商社は人あってこ
そ」と呉氏は強調する。

もちろん、ただ
人脈があれば取引
が拡大するという
わけではない。営
業マン一人一人が
ものづくりの現場
を知っているから
こそ、「この部品
と部品をくっつけ

るなら、こんな材料が使えますよ」など
と顧客に解決策を提案でき、新たな取引
にもつながっていく。
東和電気は16年秋から、上海を含む海

外6拠点に、東洋ビジネスエンジニアリン
グが提供するグローバル経営管理ソ
リューション「mcframe GA」の導入を進め
た。海外法人の帳簿の経理情報などを一
元管理できるほか、受発注とそれに伴う在
庫情報を管理する機能を備えている。
呉氏は「旧システムではばらばらだっ

た経理と受発注が、mcframe GAでひも
付けられたのが画期的だった。的確で迅
速さが求められる中国ビジネスにふさわ
しいシステムに生まれ変わった」と話す。
上海法人は昨年、東和電気の海外売上

高の48％を占めるまでにビジネスが拡
大した。素材や材料の仕入れ先とのパー
トナーシップの強化とともに、次の時代
を担う人を育ててグローバル展開する東
和電気の発展を上海から支えていく。

東和電気が今からちょうど30年前の
1988年10月、初めての海外拠点として
設立したのがシンガポール法人、TOWA 
DENKI TRADING（S）だ。国際金融都
市として急成長したこの30年間にシン
ガポールから日本企業の生産工場はほと
んど姿を消したものの、インドネシアや
フィリピンなど向けのインボイス発行や
貿易業務など、東南アジア諸国連合
（ASEAN）の重要拠点としての役割は変
わっていない。
4年前にシンガポールへ赴任し、一昨
年から法人社長を務める中村文昭氏は
「私で法人社長の8代目になる。30周年
を迎えることができたのは優秀な現地ス
タッフたちに支えられてきたからこそ」
と感謝する。
現在のスタッフは6人。毎年1度、社

員全員で海外へ
旅行する。23歳
で入社し、50歳
を過ぎた今まで
も勤続するジェ
シカさんは歴代
の法人社長を見
てきた。「中村

さんを含めこれまでの社長は、いずれも
辛抱強く話を聞いてくれる人ばかり。私
たちスタッフの方がいつも助けられてい
る」と話す。社長とスタッフがお互いに
助けられているというシンガポール法人
のチームワークは、mcframe GA導入で
より発揮された。

困難なプロジェクトでも
感謝する姿勢

海外6拠点のうち最後に導入を進めた
のがシンガポールだった。10年以上使っ
た旧システムからの切り替え作業は、難
航が予想された。
シンガポール法人が扱う各種材料は数
千点に及ぶ。海外受発注の管理を行って
いる業務オペレーション担当のベレリー
さんは「商品の単価などの基本情報を手
作業で新システムに入力しなければなら
なかったが、取り扱う商品数が多いので
夜遅くまで作業する日もあった」と振り
返る。日本本社や他の海外拠点のサポー
トもあって今年1月からは無事に運用を
開始した。
経理マネジャーのエナさんは「以前は
フィリピンの書類をシンガポールで入力
し直すなどの二重作業があったが、今は
これらの作業はシステムが自動でやって
くれ、とても業務が効率的になった」と
充実した表情で話す。エナさんは、新シ
ステム導入にチャレンジできた喜びを日
本本社にメールしたほどだったという。
「人を大切にしながらも、言いたいこと
は言い合える雰囲気がある」と中村さん。
スタッフたちは「シンガポール法人が次
の30周年を迎えられるようにいろんな
勉強をしていきたい」と声をそろえた。

「商社は人」に国籍なし
専門商社、東和電気の挑戦（2）

世界で闘う
　　同志たち

Sponsored by

東洋ビジネスエンジニアリング

日本企業のものづくりに寄り添ってきた専門商社の東和電気（東京
都港区）。アジア各国・地域でめまぐるしく変化するものづくりの
現場に深く入り込み、業績を拡大させている。今回は中国・上海と
シンガポールの現地法人を訪ね、グローバルなものづくりに欠かせ
なくなっている専門商社の役割を追った。活躍する組織の根底にあ
るのは、「商社は人」と断言するほど人を大切する企業文化とそれ
を体現するローカル社員たちだった。

会社名 東和電気株式会社
本社所在地 東京都港区新橋2-13-8
設立 1946年2月
従業員数 157名(2018年9月現在)
資本金 301百万円
URL http://www.towadenki.co.jp/
事業内容 電気材料、電子材料、化学材料

および金属材料の販売
合成樹脂原料、工業用フィルム
および成形品の販売　など

◉企業プロフィール

上海：
東和国際貿易（上海）有限公司

地域と
ものづくりの
現場に密着

シンガポール：
TOWA DENKI TRADING（S）
PTE.LTD.

30年を支えた
現地スタッフ
たち

呉瓘・副総経理

加藤史郎・董事総経理

中村文昭・法人社長

上海法人：東和国際貿易（上海）有限公司
所在地 ROOM 1403 SHANGHAI 

INTERNATIONAL TRADE CENTER 
BUILDING 2201 YAN AN ROAD （W） 
SHANGHAI 200336

設立 2002年7月
従業員数 30名

シンガポール法人：
TOWA DENKI TRADING （S） PTE.LTD.
所在地 10 ANSON ROAD #17-17 

INTERNATIONAL PLAZA 
SINGAPORE 079903

設立 1988年10月
従業員数 6名

左からベレリーさん、ジェシカさん、中村法人社長、ジャスさん、エナさん、レイナさん


